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昨今、福祉的な課題を抱える⼦どもにとっての「サードプレイス」が注⽬されている。 
⼦どもにとって居⼼地のよい場所として、家庭や学校のほかに、第三の居場所づくりが⼤切
というわけである。そもそも地域のすべての⼦どもを対象とする児童館は、かねてからサー
ドプレイスとしての居場所づくりに⼀定の役割を果たしてきた。 
⼀⽅で、このような第三の居場所をつくればそれでよいというわけではない。とくに福祉

的な課題へ対応するには、児童館などの「居場所づくり」スタッフによる「直接⽀援」のほ
かに、「関係機関へのつなぎ」による協働が重要な役割を果たしていると考えられる。 
本調査研究「児童館における福祉的課題を抱える⼦育て家庭への⽀援に関する調査研究」

では、児童館ガイドライン（2018）にある、児童館による「⼦どもと⼦育て家庭が抱える可
能性のある課題の発⽣予防・早期発⾒と対応」について、全国の児童館の取り組みを発掘し
紹介することによって、児童館活動の果たす役割について調査研究を進め、提⾔にまとめる
ことができた。 
このように、調査研究を進め提⾔をまとめるにあたっては、委員会を組織し全国の第⼀線

で活躍されているメンバーにご参加いただくことができた。委員の皆さんの現場実践と 
経験の知⾒、専⾨的な助⾔が、的確な分析と提⾔内容につながったことは⾔うまでもない。 
さらに、調査にご協⼒いただいた各⾃治体や児童館関係者のご理解とご協⼒に感謝を申し
上げたい。 
また、厚⽣労働省の委託事業として本調査研究の事務局を担っていただいた、⼩学館集英

社プロダクションのパブリックサービス事業部児童企画事業課の尾崎⽒をはじめスタッフ
のみなさんの惜しみないご努⼒によって報告書が完成したことにも感謝を申し上げたい。 
ちょうど本調査研究を進めているタイミングで、厚⽣労働省社会保障審議会児童部会 

社会的養育専⾨委員会において、家や学校以外の⼦どもの居場所「児童育成⽀援拠点 
（仮称）」の提案が⾏われた。さらに、これらの動向を踏まえた児童福祉法の改正も予定さ
れていると聞いている。本調査研究の成果が、今後の⼦どもや家庭の福祉の⼀助になれば 
幸いである。 
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